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今
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
西
暦
・

令
和
・
平
成
・
昭

和
そ
し
て
明
治
の

各
年
が
記
載
さ
れ

て
い
る
物
が
あ
り

日
常
の
中
で
時
間

の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

昭
和
を
と
っ
て
み
る
と
第
二

次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
既
に

七
十
五
年
目
と
な
り
戦
争
を
体

験
さ
れ
た
方
々
の
話
を
聞
く
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

終
戦
の
二
年
目
に
創
設
さ
れ
た

米
誌
が
、
地
球
の
残
り
時
間
を

概
念
的
に
示
す
［
終
末
時
計
］

の
最
新
時
間
を
過
去
最
短
で
あ

る
一
分
四
十
秒
と
、
前
国
連
事

務
総
長
の
藩
基
文
氏
の
立
会
の

元
発
表
し
た
。
核
戦
争
発
生
の

危
険
性
・
地
球
温
暖
化
や
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
脅
威
が
主
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
昨
年

の
台
風
や
こ
の
冬
の
暖
か
さ
は
、

身
を
持
っ
て
感
じ
る
事
が
出
来

る
。
昨
年
の
世
界
平
均
気
温
は

観
測
史
上
二
番
目
に
高
く
、
十

年
ご
と
の
平
均
気
温
も
更
新
し

続
け
て
い
る
。

　

今
私
達
に
出
来
る
事
は
何
？

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
地
球
と

い
う
星
の
上
に
生
か
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
事
を
忘
れ
ず
に
、
自

ら
が
考
え
、
何
を
選
択
し
行
動

す
る
か
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

令
和
二
年
一
月
三
日
㈮
小
海

町
成
人
式
が
、
小
海
町
総
合
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
男
性

二
十
八
名
、
女
性
十
四
名
の
計

四
十
二
名
で
、
当
日
は
三
十
四

名
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
嬉
し
そ
う
に
話
を
し
た

り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
合
っ

た
り
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
受
付
の
雰
囲
気
か
ら
一

転
し
、
厳
粛
な
中
や
や
緊
張
し

た
面
持
ち
で
、
町
長
や
町
議
会

議
長
か
ら
成
人
者
の
心
構
え
や

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
緊
張
で
息
の
詰
ま
り
そ

う
だ
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
も
、

町
長
か
ら
贈
ら
れ
た
気
合
の
元

気
玉
に
は
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
町

長
か
ら
記
念
品
の
写
真
立
て
が

贈
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
、

櫻
井
実
優
さ
ん
に
受
け
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

の
先
生
二
名
か
ら
は
、
当
時
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
ま
た
出
席
で
き
な
か

っ
た
一
名
の
恩
師
の
先
生
か
ら

の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
学
校

生
活
を
思
い
出
し
、
新
世
人
の

皆
さ
ん
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
の
平
林
伊

吹
さ
ん
か
ら
、
今
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
言
葉
と
、
ふ

る
さ
と
小
海
を
い
つ
も
心

の
支
え
に
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
行
く
成
人
と

し
て
の
決
意
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
や
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
ご

列
席
い
た
だ
き
、
式
典
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
た

皆
さ
ん
の
、
更
な
る
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

暖
か
な
日
差
し
の
中
、
二
〇

二
〇
年
一
月
三
日
私
達
は
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
小
海
町
に
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
私
は
現
在
大
学
に
進

学
し
た
た
め
小
海
を
離
れ
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
小
海

と
い
う
町
か
ら
離
れ
生
活
す
る

こ
と
で
小
海
が
い
か
に
素
晴
ら

し
い
所
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
小
海

に
は
森
林
や
川
な
ど
豊
か
な
自

然
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
ん
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
穏
や

か
で
ど
こ
か
温
か
い
小
海
町
に

は
温
か
い
人
が
多
く
い
ま
す
。

外
を
歩
け
ば
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
だ
さ
る
近
所
の
方
。
そ
ん
な

強
い
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
も
小

海
の
良
い
所
で
す
。
ま
た
成
人

式
で
あ
っ
た
級
友
も
同
様
で
し

た
。
そ
ん
な
久
し
ぶ
り
に
会
う

級
友
と
は
懐
か
し
い
昔
話
、
今

の
現
況
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

話
な
ど
多
く
の
こ
と
を
語
り
合

い
ま
し
た
。
話
し
て
み
る
と
い

い
意
味
で
昔
の
ま
ま
変
わ
ら
な

い
友
達
が
そ
こ
に
は
い
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
将
来
の
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
級
友
と
将
来
の
こ
と
に

つ
い
て
語
り
合
う
中
で
、
こ
れ

か
ら
自
覚
あ
る
行
動
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
反
面
、

少
し
大
人
に
近
づ
け
た
よ
う
な

気
持
ち
に
も
な
れ
ま
し
た
。
こ

ん
な
風
に
気
兼
ね
な
く
話
す
こ

と
が
出
来
る
友
達
は
、
な
か
な

か
い
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

仲
間
と
素
晴
ら
し
い
町
で
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
成
人
式
を

終
え
私
達
は
法
律
上
、
大
人
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
私
達
は
ま

だ
若
く
未
熟
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
び

成
長
し
続
け
小
海
町
そ
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
方
に
恩
返
し
が

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
十
月
に
は
台
風
に
よ

る
災
害
な
ど
が
あ
っ
た
中
、
私

達
の
た
め
に
素
晴
ら
し
い
式
を

開
く
こ
と
に
携
わ
っ
て
頂
い
た

方
、
そ
し
て
こ
こ
ま
で
私
を
支

え
て
く
れ
た
家
族
、
何
よ
り
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
私
、
そ
し
て
私
達
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
成
人

　浅
　沼
　大た

い
　熙き

（
東
馬
流
）

（198）

令
和
二
年
小
海
町
成
人
式
開
催
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み ん な の 楽 集 館

今月の図書館

　野菜づくりのヒント・アドバイスを目的として、
DVDの上映会を1月20日㈪に、楽集館多目的ホール
で農村漁村文化協会の大池さんを講師に迎え「土づく
り・肥料・病害虫防除の基礎と技術」と題して、
DVDを見ながら、手間とお金をかけない土づくり、
肥料の基本、台所用品を使った裏技作業などの説明を
していただきました。病害虫予防や土づくりに役立つ
情報が満載で、今年は試してやってみようかなと思う
作業内容を多くの方が、メモを取っていました。
　最終回は、3月12日㈭に「病気別・防除のポイン
ト」に関するDVDを上映しますので、大勢の皆さん
のご参加お待ちしております。

　知恵の泉事業スポーツ観戦ツアーとして1月17日㈮
東京両国国技館へ大相撲1月場所6日目を見に行きま
した。早めに国技館に到着し、それぞれ自由時間の中、
午後2時過ぎから続々と、幕内力士が国技館に入るの
を間近で見たり、場内の相撲博物館を見学したりと、
時間を過ごしました。中入後の場内は、観客席の空き
は無く、満員御礼の垂れ幕も降り、各取組みの勝負に
一喜一憂し熱い声援に包まれました。　
　それぞれの力士の出身地から団体で応援に来ていた
方も多く、地元力士の取組には、特に大きな声援が各
所から聞こえてきました。我が長野県出身の御嶽海に
対しては、みんなで一斉に「御嶽海」と大きな声援で
御嶽海の手ぬぐいを振
って応援をしました。
大歓声の中、力士の立
ち合いの緊張の一瞬に、
真剣勝負の世界で生き
ている力士の鋭い眼差
しが印象的でした。

■なんとかする工作　青木　亮作
　子どもからの無茶な発注から、その場にあ
るものだけで「なんとかした」父親の工作記
録。『雨が降れば暇』（納期：いますぐ）…出
来あがったのは？発注者（子供）と父母の報
告コメントは味があり、コミュニケーション
の様子も楽しい大人もわくわくする一冊。

■子どもの病気・おうちケア　佐久医師会
　教えて！ドクタープロジェクトチーム
　こんな時どうしたらいいの？そんな疑問を
マンガでわかりやすく解説。新米パパママは
もちろん、ベテランのパパママもいざという
時に役立つ一冊です。

小海町図書館家庭菜園づくりDVD上映会 知恵の泉事業スポーツ観戦ツアー大相撲観戦

新刊ピックアップ

○
第
20
回

　地
元
主
婦
た
ち
の
創
作
展

3
月
7
日
㈯
～
3
月
29
日
㈰

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
陶
芸
・

絵
画
メ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
・

折
り
紙
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
刺

繡
・
編
み
物
・
押
し
花　

他

日
々
の
暮
ら
し
の
合
間
に
丹

精
し
た
作
品
の
展
示

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

２月の企画コーナー
●チョコレートにまつわる本　●暦　●きずな
●TO YOU～想いを手紙にたくして～

分館冬季教室が行われました
　町公民館では、12月～2月の農閑期に、各分館にお
願いし冬季教室を開催しています。内容は各分館ごと
に計画していますが、人権学習も含めていただくよう
にお願いしています。今年度もDVD上映による学習
を行う分館が多い中、第5分館はここ数年、東信教育
事務所の指導主事の先生を講師に教室を開催していま
す。1月26日㈰に本間公民館で園部先生から「人権感
覚を見つめなおそう」と題して講演がありました。人
権学習は1回聞いたから……ではなく、自分自身を見
つめなおす良い機会であり、相手の立場を理解し思い
やる気持ちを持つ事が大切で、少しの気遣いが人との
信頼関係を深められる事に繋がると改めて感じました。
　人権教室終了後は、昨年11月に本間出身で水戸市
在住の嶋田由夫さんが、父の故・茂さんが昭和22年
頃に作曲をした「千代里音頭」や「青年歌」等を自費
でCDを製作され皆さんに聴いてほしいと町公民館へ
寄贈され、冬季教室で鑑賞することとなりました。多
くの方々に聴いていただき、出席者からは昭和の時代
の盆踊りや青年団の頃の懐かしい思い出が甦りました
とのお話をお聞
き し ま し た 。
CDは楽集館で
無料配布をして
おります。
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …２月号…
Vol.43

共育の広場

　1月8日に三学期の始業式が行われました。式の中で4年生の代表
児童2名が、三学期にがんばりたいことを全校の前で発表しました。
「スケートクラブで一生懸命練習し、今までの記録を伸ばしたい」
「二学期は自主学習にあまり取り組めなかったので、三学期にはが
んばりたい」等、現状よりも向上したいという気持ちが伝わってく
る気持ちのよい発表でした。校長先生からは、「77億人以上の人々
が暮らしている地球。自分はその地球人の一人であるという考え方
をもち、奇跡的な出会いを大切にしてほしい。具体的には、卒業を
迎える6年生に感謝の気持ちを伝えてほしい」とのお話がありまし
た。更に「心の中に大きなカレンダーを持ち、夢に向かって一日一日を大切にし、努力していってほしい」「『な
ぜなぜノート』を用意し、なぜ？と思う気持ちを記し、大切にしてほしい」とのお話がありました。
　3学期は47日間の短い学期ですが、本年度の学びを確かめたり、進学や進級に向けて希望や期待を膨らませた
りする大切な時間となります。体調に気をつけ、充実した学期にしてほしいと願っています。本年もよろしくお
願いします。

　12月19日に第2回生徒総会が開催され、令和
元年度の活動報告と反省、会計報告、質疑応答が
行われ、すべての議案が承認されました。本部役
員を先頭に最後まで誠実に取り組んだ3年生の姿
は立派でした。その後、沼田拓歩新生徒会長より
新役員の紹介がありました。男子副会長の井出大
空斗さん、女子副会長の荻原郁さん、そして書記

・会計・正副議長・正副委員長が紹介されました。
その後、3年生との引継会、事前の計画案づくりを
行い、1月14日より、新役員による委員会がスター
トしました。3学期は1・2学期の活動を引継ぎ、本
年度のスローガンである「Family～繋ぐ・繋げる
～」のまとめの時期です。3年生のサポートを受け
ながら、1・2年生の更なる成長を期待しています。

　令和元年度は12名の班員で活動しています。日頃より地域の皆様に
は温かいご声援をいただきありがとうございます。1年生が多数入班し
活気が出てきました。一人ひとりが昨年以上の記録を目指し日々トレー
ニングを行っています。12月に行われました県高校総体スケート競技
会では男子が学校対抗で2年ぶりに総合優勝しました。また、1月22日
から帯広市で開催された全国高校総体（インターハイ）に出場し、下記
の結果となりました。ジュニアワールドカップショートトラックでは世
界ジュニア選手権、四大陸選手権に日本代表選手として輩出することが
できましたので、これからも応援よろしくお願いいたします。
　全国高校総体　1/22～1/26　於：帯広市明治北海道十勝オーバル
　入賞者
　　男子　500m　高見澤匠冴　4位　　1000m　高見澤匠冴　8位　　2000mリレー　4位　　団体追い抜き　5位

小海小学校 本年もよろしくお願いいたします！

小海中学校 新生徒会が動き出しました！

今! 小海高校 小海高校スケート班

12月19日　生徒総会にて

1月14日　第1回委員会の様子（新聞委員会　生徒会誌編集）
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教育委員会情報　1月

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
　1月定例会（令和2年1月21日）

・児童生徒の近況を報告しました。
・令和 2 年度予算概要について協議しました。

●学校給食運営委員会（令和2年1月23日）
・令和元年度の給食運営状況を報告しました。
・学校給食食材等の放射性物質測定状況を報告

しました。
・令和 2 年度の給食運営計画を協議しました。

　本年度より小海高校で英語を担当しています。教員生活
は2年目に入りますが、まだまだ勉強不足を実感している
日々です。
　この仕事を始めてからよく生徒が言うことがあります。
「英語なんて日本で生きていたら必要ない」という言葉で
す。正直言ってしまえば、日本語が使いこなせていれば生
きていくことにあまり不自由はないと感じてしまう時もあ
ります。しかし、私は英語が使えると人生はもっと充実し
ていくと感じます。英語が使えるおかげでこの文章だけで
は伝えきれないほどメリットはあると思います。言葉で言
うのは簡単です。しかし、実際に英語の有用性を実感させ
る授業を提供していくことが我々教員の仕事であります。
日々、試行錯誤しながら今後も働かせていただきます。
　保護者の皆様、地域の皆様には日頃から小海高校にご理
解とご協力いただきありがとうございます。今後とも生徒
たちのために力を合わせて取り組んでいきたいと思います
ので、よろしくお願いします。

熱 い 共育人
小海高校　英語科　田村 裕vol.41
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　昨年12月に大阪で開催された第39回全日本ジ
ュニアショートトラック大会の成績で選考され、
1月31日～2月2日までイタリアボルミオに於い
て開催された世界ジュニアショートトラックスピ
ードスケート選手権大会に本間川の篠原理沙さん
（小海高校3年生）が、自身3回目の出場となる
国際大会で、1000m、1500mとリレーに出場
し健闘しました。小学校2年生から帝産クラブに
所属しショートトラック競技を続け、スピードス
ケートとの二足の草鞋で、中学校時代の全国中学
校スケート大会の3000mでは2年連続で表彰台
に乗る等、好成績を収めました。

世界ジュニアショートトラック
選手権大会出場
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小海町大使　遠藤章雄氏からご寄付頂きました
児童福祉事業へと50万円

　松原湖高原別荘所有者で現在千葉県在住の遠藤章雄氏から、小海町の児童福祉事業へ50万円の
ご寄付をいただきました。遠藤氏は十数年来、小海リエックスカントリークラブでゴルフ大会を
開催し、小海町の皆さんと親くお付き合いし親睦を深めておられます。
　ご寄付いただきましたご厚意を、小海保育所では「積木」「跳び箱」「乳児用椅子」に形を変え、
子どもたちの健全な成長を願う温かいお気持ちに感謝し、末永く使わせていただきます。
　ご寄付、本当にありがとうございました。
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■憩うまちこうみ拠点施設の改修工事が始まりました！
　猪名湖畔にある旧たぬきやを改修し憩うまちこうみ事業の拠点施設として使用するため
に、改修工事が始まりました。
　改修後の施設はリ・デザインセラピーでお越しになった
協定企業社員へのガイダンスやセラピー会場、協定企業に
よるテレワークの会場として使用することとなります。本
施設の稼働により地域の宿泊、飲食利用の増が期待されま
す。
■企業訪問を行っています！
　総務課では冬期間はリ・デザインセラピーがオフシーズ
ンとなることから、協定を結んでいただける候補企業の訪
問を積極的に行っています。都市部の多くの企業が社員のメンタルヘルスについて課題を持っており、昨今の
働き方改革やＳＤＧｓに関する取り組みとも相まって、多くの企業に関心を持っていただいています。
■事務局を担う地域おこし協力隊の募集を開始しました！
　憩うまちこうみ事業の事務局は、㈱さとゆめから派遣されている地域おこし企業人の小松瑞季さんと総務課
が担当しています。地域おこし企業人の任期が来年 1月で満了することから、今後事業を進めていく地域おこ
し協力隊の募集を開始しました。
　採用した方には事業の核として活躍していただくとともに、地域おこし活動に参画していただく予定です。

憩
いこ

うまちこうみ　レポート 10

町税等納期のお知らせ　今月で平成31年度の町税等の納付期間が終了します。

所得税・町県民税の申告相談について

税金等の納付忘れはございませんか？

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替納付のご利用をおすすめします。
令和2年度から口座振替をご利用になる方は、3月末までに口座登録の手続きをお願いします。

　令和 2 年 2 月17日㈪から 3 月16日㈪の期間に、役場 2 階の中
会議室において所得税・町県民税の申告相談を開催します。申
告における注意点等は１月下旬に全戸配布しました「申告相談
のお知らせ」をご確認ください。
※申告相談には、源泉徴収票等の必要書類を必ずお持ちくださ

い。また、税務署から「確定申告のお知らせ」等のはがきや
書類が届いている方は、忘れずにお持ちください。

※初回の住宅借入金特別控除及び医療費控除（又はセルフメデ
ィケーション税制控除）の適用を受けるには、確定申告が必
要です。

※国民健康保険では、前年中に所得がない、又は世帯の所得が

一定額以下の場合、国民健康保険税の軽減がありますが、そ
の場合は申告していないと受けることができませんので、ご
注意ください。

※台風19号等の災害により、住宅や家財に損害を受けた方、被
害にあった住宅の取壊しや家財の除去、原状回復費用等、災
害に関連したやむを得ない支出があった方は、雑損控除の適
用を受けられる場合があります。雑損控除の適用には確定申
告が必要です。

※確定申告関連の書類を役場町民ロビーに設置してありますの
で、必要な方はお早めに御利用ください。（数に限りがあり
ますのでご了承ください。）

納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日 国民健康保険税 介護保険料（普通徴収） 後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

　2　月26日㈬ ８期 ８期 ８期

ご不明点は、役場税務係までご連絡ください。　電話 92－2525
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令和2年度 長野県シニア大学学生募集のお知らせ
入学資格：概ね50歳以上の県内在住の方
募集期間：【一般コース】令和 2年 2月 3日㈪～ 3月16日㈪
　　　　　【専門コース】令和 2年 2月 3日㈪～ 2月28日㈮

【一般コース】

【専門コース】

目 的 生きがいづくり、仲間づくり、社会参加のきっかけづくりを目指します

募 集 人 員 130人

学習期間・時間 　2 年　68時間／年（年間17日× 4時間／日）

学 習 内 容

地域活動を行うための幅広い分野の学習、実践を行います
・教養講座（地域に関連した知識（星空、酒蔵、歴史等）を得て、教養を深める講座）
・実技・選択講座（書道、コーラス、絵手紙、詩吟などを学ぶ講座）
・社会活動講座（社会参加への足掛かりとする講座）

授 業 料
年額12,000円（授業料の改定があったときは、改定後の授業料となります）
このほかに、教材費や自治会費等の費用が必要です

募集案内・願書 佐久保健福祉事務所福祉課又は小海町役場地域包括支援センターで受け取れます

提 出 先 佐久保健福祉事務所福祉課又は小海町役場地域包括支援センターへ持参又は郵送

入 学 決 定 　3 月下旬に各学部から通知します

問 合 せ 先
長野県シニア大学佐久学部（長野県佐久合同庁舎 2階 佐久保健福祉事務所 福祉課内）
〒385－8533　佐久市跡部65－1　TEL 0267－63－3141　FAX 0267－63－3110

目 的
地域課題を的確に捉え、それを解決する専門的なスキルを持ったリーダーやプロデューサー
的な人材の養成を目指します

募 集 人 員 30人　長野学部に設置（長野地区以外に在住の方も受講可能です）

学習期間・時間 　1 年　35時間／年（自主活動、個別学習は含みません）

学 習 内 容

ゼミ方式により、活動計画を立て地域に出向きながら実践を通じて学びます
【学習テーマ】ライフデザイン（創造的な生き方）
　　　　　　　コミュニティデザイン（地域創造）
　　　　　　　ビジネスデザイン（社会的起業）
　基礎科目：共通の認識を学ぶ講座
　専門科目：上記の学習テーマから選択し、活動者としての知識を身につける講座
　報 告 会：学習状況や成果を報告し、評価やアドバイスを受けます

授 業 料 年額26,000円（他に自主活動に要する経費が必要となる場合があります）

募集案内・願書
シニア大学本部、各学部で受け取れます
※郵送をご希望の方は本部へご連絡ください

提 出 先
シニア大学本部、各学部
※郵送の場合は本部へお願いします

入 学 決 定 書類審査のうえ、面接により決定します

問 合 せ 先
長野県シニア大学本部（公益財団法人長野県長寿社会開発センター）
〒380－0928　長野市若里7－1－7　TEL 026－226－3741　FAX 026－226－8327
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【北八ヶ岳を盛り上げようキャンペーン】を行いました。
　1月18日㈯、19日㈰に小海リエックス・スキーバレー、
八千穂高原スキー場、八峰の湯において「北八ヶ岳を盛り
上げようキャンペーン」を行いました。今シーズンは暖冬
の影響で降雨もありスキー場の積雪が少ない状況です。そ
こで冬を元気にしようということで小海町、佐久穂町、小
海町開発公社のご協力により、八峰の湯とスキー場とのコ
ラボレーション企画としてお楽しみ抽選会、小海町の地ビ
ール7ＰＭの試飲会
とアンケートを実施
しました。
　このイベントを盛

り上げようと長野県PRキャラクター「アルクマ」、佐久穂町イメージキ
ャラクター「しらかばちゃん」が応援にかけつけました。
　スキー、スノーボード、ワカサギ釣りを楽しんだ後の温泉は最高の至
福♪お帰りの際には“ヤッホーの湯”にお立ち寄りください。

★メンテナンス休館（予定）　3月11日㈬、12日㈭

北八ヶ岳松原湖温泉

お問い合わせ先
電話０２６７－９３－２２８８ 検索ヤッホーの湯

アルバイト募集
　繁忙期のアルバイトを募集しています。

フリーwi-fi 完備

女性人権擁護委員等による「暮らしの中の悩み事相談所」を開設します
暮らしの中での様々な問題についてお悩みの方はお気軽に御利用下さい。
・日にち：令和2年3月1日㈰　・場所：佐久市　野沢会館（佐久市取出町183）・時間：午前10時～午後3時
お問い合わせ先：佐久人権擁護委員協議会事務局
　　　　　　　　佐久市猿久保890番地4　TEL：0267－67－2272（平日8：30～17：15）

「町民生活応援事業」を実施しています
　町では、冬期間の暖房費等町民の在宅生活を支援し、
経済的負担の軽減を図ることを目的に小海町町民生活
応援事業を実施しています。
●対象世帯は以下のどちらかの要件を満たす世帯です。
①　令和 2 年 1 月 1 日現在において、住民基本台帳に

登録され、実際に居住し、平成31年度の町民税所
得割が課されていない世帯。

 ただし、他の課税世帯と生計同一と認められる世
帯、福祉施設等入所世帯及び過年度分の町の徴収
金に滞納のある世帯を除く。

②　18歳以下（本年度末現在）の子どものいる世帯。
ただし、過年度分の町の徴収金に滞納のある世帯
を除く。

●交付額は、1世帯あたり5,000円です。
・5,000円分のPねっと商品券が交付されます。
●町民生活応援券交付申請書兼受領書を役場窓口に
　提出していただきます。　　
・役場から対象世帯へ「町民生活応援券交付申請書兼

受領書」を郵送しています。必要事項を記入し、令
和 2 年 3 月31日㈫までに役場窓口に提出して下さい。
申請書兼受領書の確認後、その場で商品券を交付い
たします。

※令和 2年 1月 2日以降に転入された方がいる世帯は
所得の判定が出来ませんので、要件を満たすと思わ
れる方や要件を満たすのに通知が届かないという方
は町民課社会福祉係92－2525までお問い合わせ下さ
い。

プレミアム商品券の対象の方も 3月31日㈫までです。
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

『
行
政
書
士
無
料
相
談

会
』開
催
の
お
知
ら
せ

日
時

　

令
和
二
年
二
月
二
十
日
㈭

　

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時

場
所　

南
牧
村
中
央
公
民
館

内
容　

遺
言
・
相
続
、
成
年
後

見
、
離
婚
、
各
種
契
約
、
法

人
設
立
、
外
国
人
法
務
、
農

地
転
用
、
家
族
信
託
、
被
災

関
係
補
助
金
等
の
申
請
、
各

種
許
可
・
認
可

※
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守

問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
行
政
書
士
会
佐
久
支

部　

電
話
：
〇
二
六
七
ー
六
二

ー
三
六
五
三
（
佐
藤
）

小
諸
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〉

○「
働
き
方
」

…

が
変
わ
り
ま
す
‼

（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
か

ら
の
施
行
）

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

「
中
小
企
業
に
も
」
導
入
さ

れ
ま
す
！

　

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い

て
、
月
四
十
五
時
間
、
年
三
六

〇
時
間
を
原
則
と
し
、
臨
時
的

な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
で

も
、単
月
一
〇
〇
時
間
未
満（
休

日
労
働
含
む
）、
複
数
月
平
均

八
十
時
間
（
休
日
労
働
含
む
）、

公
務
員

受
験
資
格
：

　
（
一
般
）
十
八
歳
以
上
三
十

四
歳
未
満
の
者

　
（
技　

能
）
国
家
資
格
免
許

を
保
有
す
る
十
八
歳
以
上
五

十
三
歳
～
五
十
五
歳
未
満

（
保
有
す
る
免
許
に
よ
る
）

	

年
齢
は
令
和
二
年
七
月
一
日

㈬
現
在

受
付
期
間
：
令
和
二
年
四
月
十

日
㈮
ま
で

採
用
試
験
：
令
和
二
年
四
月
十

八
日
㈯
～
二
十
二
日
㈬
の
指

定
す
る
一
日

２　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
（
大
学
等
か
ら
幹
部
自
衛
官

を
目
指
す
コ
ー
ス
）

受
験
資
格
：

（
大
卒
程
度
試
験
）

・
二
十
歳
以
上
二
十
二
歳
未
満

の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
者

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

・
二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳
未

満
の
者

・
二
十
二
歳
以
上
二
十
八
歳
未

満
で
修
士
課
程
等
を
修
了
者

（
学
位
取
得
見
込
み
を
含

む
）
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

者
（
院
卒
者
試
験
）

・
二
十
歳
以
上
二
十
八
歳
未
満

の
者
で
修
士
課
程
修
了
者

※
資
格
は
令
和
三
年
四
月
一
日

現
在

受
付
期
間
：
令
和
二
年
三
月
一

日
㈰
～
五
月
一
日
㈮

一
次
試
験
：
令
和
二
年
五
月
九

日
㈯
・
十
日
㈰

３　

一
般
曹
候
補
生

　
（
職
種
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
、
定
年
ま
で
勤
務
し

た
い
方
に
！
）

受
験
資
格
：
十
八
歳
以
上
三
十

三
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間
：
令
和
二
年
三
月
一

日
㈰
～
五
月
十
五
日
㈮
ま
で

一
次
試
験　

令
和
二
年
五
月
二

十
三
日
㈯

　

資
格
等
に
つ
い
て
は
、
条
件

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
電
話
：
〇
二

六
八
ー
二
二
ー
五

二
六
七

年
七
二
〇
時
間
が
限
度
と
な
り

ま
す
。

　

三
六
協
定
の
様
式
も
変
更
に

な
り
ま
す
。

②
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
！

　

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正

規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
、
有
期
雇
用
労
働
者
、
派
遣

労
働
者
）
の
間
で
、
基
本
給
や

賞
与
な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と

に
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。（「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
の
原
則
化
）

（
中
小
企
業
は
、
二
〇
二
一
年

四
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
り

ま
す
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、【
小
諸

労
働
基
準
監
督
署
】　

電

話
：
〇
二
六
七
ー
二
二
ー
一

七
六
〇
、【
長
野
県
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
】

電
話
：
〇
八
〇
〇
ー
八
〇
〇

ー
三
〇
二
八
ま
で
。

令
和
２
年
度
春
季

　
自
衛
官
等
募
集
案
内

１　

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）

　
（
社
会
人
や
学
生
生
活
を
送

り
な
が
ら
予
備
自
衛
官
を
目

指
す
コ
ー
ス
）

身
分
：
非
常
勤
の
特
別
職
国
家

・
お
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月

篠
原　

琉り
ゅ
う
い
ち一　

強　
　

宮　

下

中
島　

叶と

夢む　

祐
樹　
土
村
南
町

黒
澤　

桂け
い

吾ご　

大
地　

本　

村

十
月

篠
原　

直す
ぐ

莉り　

邦
幸　
土
村
南
町

十
一
月

新
津
ひ
か
り　

正
志　

親　

沢

十
二
月

黒
澤　

幸ゆ
き

斗と　

寛
幸　

芦　

谷

・
ご
結
婚

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
月

　

新
津　

大
貴　
　
　

親　

沢

　

髙
見
澤　

毎　
　
　

本　

村

十
二
月

　

井
出　

元
太
郎　
　

杉　

尾

　

伊
藤　

千
尋　
　
　

愛
知
県

・
ご
逝
去

　

お
悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月

井
出　

忠
光　

86
歳　

鎰　

掛

井
出　

鶴
子　

90
歳　
馬
流
元
町

畠
山
源
一
郎　

99
歳　

松　

原

十
月

中
嶋　
　

建　

81
歳　

東
馬
流

辻　
　

松
壽　

86
歳　
土
村
南
町

篠
原　

静
治　

88
歳　

鎰　

掛

十
一
月

依
田　

恒
子　

89
歳　

本　

村

小
池　

幸
吉　

69
歳　

八
那
池

井
出
ス
ミ
子　

71
歳　

本　

村

十
二
月

井
出
理
惠
子　

71
歳　
土
村
栄
町

小
山　

雪
枝　

84
歳　

宿　

渡

山
口　

美
幸　

60
歳　
馬
流
清
水
町

（

上田所ＨＰ

（
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子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・ ₃ 月₁₂日㈭　₁₀時～　「大きくなったね♪」

児　童　館　事　業
★子ども教室
・ ₃ 月 ₄ 日㈬　放課後～「ドッジボール」
★春休みイベント
・ ₃ 月₂₀日（金・祝）　午前中～　北牧楽集館にて

３月の子育て支援教室

保育園「そり滑り」
　1 月 21 日㈫に小海保育園の年中クラスが小海
リエックスでそり滑りを行いました。今年は雪が
少なく、保育園で雪遊びを楽しめる日があまりな
かったので、一面の雪に大喜びの子どもたちでし
た。冬の小海をおもいっきり楽しみました！

◇白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・３月１５日㈰　１３時～１６時
　　八千穂老人福祉センター相談室にて
◇小海町結婚相談　※ ご本人でもご家族でも結構です。

月～金曜日の８時３０分～１７時１５分まで、小海なかよし
児童館にて受け付けております。お気軽にご相談ください。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～

お問合わせ：小海なかよし児童館　９２－２５８０

◇佐久室内オーケストラの皆さんによる、クラシックコンサートが行われます。どなたでもお聴き
いただけますので、ご家族やお友達をお誘い合わせてお出かけください。

※ 詳しい時間等は防災無線でお知らせいたします。

子育てサポートボランティア募集!!
＊元気な小海っ子見守り隊

　地域ぐるみで安心安全な環境作りのため、見守り活動と次世代を担う子ども達の育成支援
＊子育て孫育てサポート

　地域の方が、児童館や保育所、子育て支援センターの
　教室をサポートし、運営に参加
＊学習ボランティア

　小学校の授業の補助、子ども活動の補助等小学校を
　中心としたボランティア

◇◆◇◆ イベント情報 ◆◇◆◇

◇ソフトバレーボール大会
　　　　　　　２月２３日（日）
　町のソフトバレーボール大会に、チーム
を作って参加したいと思います！参加希望
の方は小海なかよし児童館までお問合わせ
ください。
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.175

令和元年度 赤い羽根及び歳末助け合い共同募金

１，３４０件　１，８３９，５９３円

皆様のご協力ありがとうございました

　皆様からいただいた募金は、毎月開催しています独居・老人世帯食事サービス
事業、ボランティア活動の推進事業、社協関連各種福祉団体の活動支援等に使わ
せていただきます。

日本赤十字社長野県支部創立130周年記念
小海町日赤奉仕団日本赤十字社社長感謝状

嶋田益枝さん長野県支部長感謝状を受章しました

�����������������������������������

�����������������������������������

　

こ
の
度
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
創
立
一
三
〇
周
年

記
念
と
し
て
小
海
町
日
赤
奉
仕
団
が
多
年
に
わ
た
り
赤
十

字
事
業
の
進
展
に
尽
く
し
た
事
に
よ
り
日
本
赤
十
字
社
社

長
感
謝
状
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
長
年
日
赤
奉
仕
団
員
、
奉
仕
団
委
員
長
を
務

め
ら
れ
た
本
間
下
の
嶋
田
益
枝
さ
ん
が
長
野
県
支
部
長
感

謝
状
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
十
月
に
開
催
の
記
念
大
会
に
お
い

て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
台
風
十
九
号

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
も
改
ま
り
、
日
赤
長
野
県
支
部
よ
り
感
謝
状
が
届
け

ら
れ
小
海
町
日
赤
奉
仕
団
と
嶋
田
益
枝
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
赤
奉
仕
団
で
は
鷹
野
智
恵
委
員
長
を
中
心
に

団
員
の
皆
さ

ん
が
一
体
と

な
っ
て
日
赤

事
業
の
普
及
、

災
害
時
の
活

動
等
に
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、

嶋
田
益
枝
さ

ん
に
お
か
れ

て
は
ご
健
勝

で
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
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善
意
銀
行
御
礼

（
令
和
元
年
七
月
〜
十
二
月
）

新
井
は
る
い

　様

　（笠

　原
）

篠
原

　和
美

　様

　（本
間
川
）

山
口

　和
仁

　様

　（本

　村
）

畠
山

　義
人

　様

　（松

　原
）

　

　

こ
の
他
、
匿
名
で
の
ご
寄
付
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

小
海
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
毎
年
暮
れ
に
、
わ
ら
、
松
、
豆

が
ら
、
炭
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
昆

布
、
紙
垂
を
付
け
た
三
間
も
の
や

棒
締
め
な
ど
の
注
連
縄
づ
く
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
作
っ
た
も
の

は
小
海
町
内
の
役
場
を
は
じ
め
、

交
番
な
ど
の
公
共
機
関
、
施
設
な

ど
に
配
り
飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
小
海
な
か
よ
し
児
童
館

で
も
棒
締
め
を
児
童
と
一
緒
に
作

り
ま
し
た
。

　

注
連
縄
の
「
し
め
」
と
い
う
言

葉
は
神
様
の
占
め
る
場
所
と
い
う

意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、
自
分
の
家

が
年
神
様
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を

示
す
た
め
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

年
々
作
れ
る
人
も
減
り
、
お
店

で
買
っ
て
飾
る
家
も
増
え
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
伝
統

で
あ
る
「
注
連
縄
」
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
、
子
ど
も
達
に
も
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
海
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

注し

め

な

わ

連

縄

づ

く

り

ひとり暮らしの会「ふれあい会」は

６５歳以上のひとり暮らしの方を

対象にした会です

随時会員募集しています！
問い合わせ先　小海町社会福祉協議会　92－4107

ひとり暮らしの会「ふれあい会」

　ふれあい会では年間を通して視察研修や、議会の傍聴、勉強会などの開催、また日帰り
で温泉に行き、心身共にリフレッシュを図り会員同士の親睦を深めています。
　ひとり暮らしの方是非「ふれあい会」に参加して楽しく仲間作りをしませんか！
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美
術
館
で
は
、

展
覧
会
を
よ
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
活
動
を
は

じ
め
、
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
美
術
館
で
の
授
業
や

中
学
校
で
行
う
出
張
授
業
、
一

般
向
け
の
展
示
案
内
、
講
師
を

招
い
て
行
う
講
演
会
、
演
奏
会

や
新
海
誠
監
督
過
去
作
品
上
映

会
、
学
芸
員
を
目
指
す
大
学
生

を
対
象
と
し
た
博
物
館
実
習
生

受
入
等
あ
わ
せ
て
五
十
回
の
事

業
を
行
い
、
約
一
五
〇
〇
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
極
満
博
展
で
は
、
作
家
と

作
品
や
美
術
に
つ
い
て
語
る
ユ

ニ
ー
ク
な
行
事
や
作
家
に
よ
る

大
学
生
対
象
の
鑑
賞
授
業
（
写

真
上
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
講
演
会
で
は
、
北
欧
の
灯

り
展
に
合
わ
せ
、
展
覧
会
企
画

者
で
九
州
産
業
大
学
教
授
の
小

泉
隆
氏
を
お
迎
え
し
、
照
明
デ

ザ
イ
ン
か
ら
日
本
の
灯
り
の
文

化
ま
で
貴
重
な
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
（
写
真
下
）。

　

今
年
も
展
覧
会
関
連
事
業
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

小海町誌編集委員10名による、町誌「古代・中世編」の編纂作業が平
成30年度から継続的に行われ、令和3年度発行に向け作業中です。

中学校スケート部は、全国大会の男子団体優勝を目標に、夏の陸上トレー
ニング、氷上練習と頑張って練習を行いました。顧問の先生やコーチの指導
により、見事2位の成績を収めました。2/1～2/4 於：長野市Ｍウェーブ

　
冬
は
樹
木
も
水
を
吸
い
上
げ

な
く
な
り
、
枝
葉
を
落
と
し
て

眠
り
ま
す
。
私
た
ち
も
適
切
な

染
材
を
探
す
の
に
苦
労
を
し
ま

す
。
し
か
し
秋
に
た
っ
ぷ
り
と

色
素
を
蓄
え
て
、
乾
燥
保
存
で

き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
春
の

芽
吹
き
の
よ
う
な
瑞
々
し
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
力
強
い
色
を

映
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
や
ま
も
も　
山
桃　
別

名:

渋
木　

楊
梅　

や
ま
も
も

科
ヤ
マ
モ
モ
属　
温
暖
な
地
方

に
生
え
る
常
緑
高
木
。
五
月
頃

に
花
を
つ
け
る
が
雌
雄
異
株
。

果
実
は
球
形
で
暗
紫
色
に
熟
し
、

甘
酸
っ
ぱ
く
食
べ
ら
れ
る
。
樹

皮
は
古
く
か
ら
染
色
や
薬
用
に

用
い
ら
れ
て
き
た
。
樹
皮
に
は

タ
ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
た

め
に
染
材
名
と
し
て
は
渋
木
。

生
薬
名
で
楊
梅
皮
の
名
が
あ
る
。

江
戸
時
代
か
ら
よ
く
使
用
さ
れ

た
代
表
的
な
染
材
料
で
あ
る
。

樹
皮
を
細
か
く
刻
ん
だ
も
の
を

水
か
ら
よ
く
熱
煎
し
て
染
液
を

取
る
事
を
、
四
〜
五
回
繰
り
返

す
。
ア
ル
ミ
媒
染
で
黄
色
、
灰

汁
媒
染
（
ア
ル
カ
リ
）
で
は
黄

茶
色
、
鉄
媒
染
で
は
緑
黒
か
ら

茶
黒
と
変
化
す
る
。
媒
染
剤
の

併
用
や
赤
色
染
料
と
の
重
ね
染

め
に
よ
っ
て
茶
系
の
色
に
変
化

を
さ
せ
て
き
た
、
四
十
八
茶
百

鼠
で
は
中
心
素
材
だ
っ
た
よ
う

だ
。
文
献
に
は
楊
梅
の
鉄
媒
染

だ
け
で
憲
法
黒
を
染
め
た
と
あ

る
。
こ
れ
は
吉
岡
憲
法
が
江
戸

時
代
初
め
に
染
め
た
黒
色
と
い

わ
れ
る
。
吉
岡
憲
法
は
京
都
の

兵
法
の
吉
岡
流
の
始
祖
で
、
そ

の
吉
岡
道
場
は
宮
本
武
蔵
と
何

度
か
立
ち
会
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
方
で
、
こ
の
吉
岡
家
か
ら
分

家
し
た
者
が
染
色
業
を
営
み
吉

岡
染
と
し
て
繁
栄
し
、「
吉
岡
」

の
名
は
染
屋
の
代
名
詞
と
な
っ

た
。
古
く
か
ら
の
染
色
名(

伝

統
色)

に
は
い
ろ
い
ろ
に
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

やまももアルミ媒染やまもも鉄媒染




